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エ
ジ
プ
ト
の
古
都
ル
ク
ソ
ー
ル
に
あ
る
王
家
の
谷
で
ツ

タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
墓
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
二
年

一
一
月
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
周

年
、
さ
ら
に
象
形
文
字
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ

ン
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
た
の
が
、
さ
ら
に
一
〇
〇
年
前
の

一
八
二
二
年
な
の
で
、
本
年
は
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
に
と
っ
て

記
念
す
べ
き
年
の
よ
う
で
あ
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
と
い
う
と
日
本
人
の
多
く
は
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
、ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
、ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
古
代
七
不
思
議
で
唯
一
、

現
存
し
て
い
る
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
、
黄
金
の
マ
ス
ク
で
有
名

な
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
、
そ
し
て
絶
世
の
美
女
で
悲
劇
の
ヒ

ロ
イ
ン
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
女
王
と
魅
力
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
旅
行
会
社
の
調
べ
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト

は
一
生
に
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
国
の
上
位
ら
し
い
。
エ
ジ

プ
ト
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
日
本
人
が
多
い
の
は
嬉う

れ

し
い
こ
と
で
あ
る
。
　

私
が
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
小
学
校
四
年
生
の
時
、
図
書
室
で
読
ん
だ
『
ツ
タ
ン

カ
ー
メ
ン
王
の
ひ
み
つ
』（
講
談
社
）
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人

考
古
学
者
ハ
ワ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
の
発
掘
記
だ
っ
た
。
胸
躍

る
冒ぼ

う

険け
ん

譚た
ん

に
私
は
虜と

り
こ
に
な
っ
て
、
第
二
の
カ
ー
タ
ー
に
な
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
と
日
本
は
地
球
の
裏
側
に
位
置
し
て
い
る
。
時

代
的
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
の
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
、
日

本
は
縄
文
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
に
と
っ
て
距
離
的
に

も
時
間
的
に
も
遠
い
国
に
思
え
る
エ
ジ
プ
ト
は
、
意
外
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
、
文
化
や
思

想
、
宗
教
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
日
本

に
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
、
念
願
が
叶か

な

っ
て
学
生
五
名
の
調
査
隊
は
初

め
て
エ
ジ
プ
ト
の
地
を
踏
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
私
は
発
掘
権

を
取
る
た
め
に
奔
走
し
た
。
そ
の
時
、
い
つ
も
エ
ジ
プ
ト
考

古
庁
の
お
役
人
に
言
わ
れ
た
の
が
「
日
本
？
　
エ
ジ
プ
ト
と

は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
ア
ジ
ア
の
国
が
発
掘
で
す
か
？
」

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
「
い
え
い
え
、
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
言
っ
て
こ
う
続
け
た
の
だ
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
有
名
な
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
紋
は
ハ
ス
の
花
紋

で
す
が
、
こ
れ
は
日
本
国
皇
室
の
菊
の
御
紋
の
ル
ー
ツ
な
ん

で
す
、
そ
う
言
っ
て
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
表
紙
を
見
せ
る

と
、
相
手
は
び
っ
く
り
す
る
。
さ
ら
に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
日

本
の
狛こ

ま

犬い
ぬ

の
ル
ー
ツ
で
、
お
彼
岸
の
墓
参
り
の
思
想
も
古
代

エ
ジ
プ
ト
か
ら
伝
わ
っ
た
習
わ
し
な
ん
で
す
、
と
。
こ
の
よ

う
に
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
な
い
ほ
ど
、
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
両
国
の
縁え

に
し
が
功
を

奏
し
て
か
、
私
た
ち
は
ア
ジ
ア
で
最
初
の
エ
ジ
プ
ト
で
の
発

掘
権
を
頂
い
た
。
私
が
一
〇
歳
の
時
に
夢
見
た
日
本
に
お
け

る
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
半
世

紀
、
ま
だ
私
の
発
掘
人
生
は
続
い
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
発
掘
六
〇
年

吉よ
し

村む
ら 

作さ
く

治じ

プロフィール
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た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
今
、
エ

ジ
プ
ト
の
外
で
展
示
・
収
蔵
・
研
究
さ
れ
、
世
界
各
地

で
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
に
つ
く
ら
れ
た
西
欧
の
博
物
館

国
外
に
多
く
の
考
古
資
料
が
流
出
す
る
事
態
は
、
そ

れ
を
禁
じ
る
条
例
の
発
布
や
資
料
を
収
蔵
す
る
施
設
の

設
置
を
促
し
た
。
そ
の
流
れ
は
、
一
八
九
七
年
に
着
工
し
、

一
九
〇
一
年
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
の
建

設
へ
と
帰
結
す
る
。
は
じ
め
て
「
博
物
館
」
と
し
て
建
て

ら
れ
た
建
物
に
は
、
西
欧
の
思
想
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込

ま
れ
た
。フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
マ
ル
セ
ル
・
ド
ゥ
ー
ル
ニ
ョ

ン
は
新
古
典
主
義
様
式
の
建
物
を
設
計
し
、
イ
タ
リ
ア

の
会
社
が
そ
の
建
設
に
当
た
っ
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
ギ

リ
シ
ア
様
式
の
女
神
像
や
西
欧
出
身
の
学
者
の
名
前
を

刻
ん
だ
石
板
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
西
欧
建
築

で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
も
た
な
い
だ
ろ
う
。

入
口
上
部
に
は
、
西
欧
の
学
問
に
お
い
て
権
威
的
で
あ

る
ラ
テ
ン
語
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ヒ
ジ
ュ
ラ（
イ
ス
ラ
ー
ム
）

暦
の
年
号
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
人
が
理
解
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
言
語
に
よ
る
記
載
は
、
西
欧
の
優
位

を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
建
て
ら
れ

た
博
物
館
で
は
あ
る
が
、
一
九
四
一
年
ま
で
西
欧
出
身
の

人
物
が
館
長
の
職
を
歴
任
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
関
す

る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
長
ら
く
西
欧
が
握
り
続
け
た
。

エ
ジ
プ
ト
主
導
の
あ
ら
た
な
イ
メ
ー
ジ

一
九
二
二
年
一
一
月
四
日
、
イ
ギ
リ
ス
人
考
古
学
者
ハ

ワ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
は
ル
ク
ソ
ー
ル
の
王
家
の
谷
で
ツ
タ

ン
カ
ー
メ
ン
王
墓
を
発
見
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
〇
年
と

な
る
今
年
、
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
近
く
で
世
界
最
大

規
模
の
考
古
学
博
物
館
、
大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
の
開
館

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
博
物
館
に
は
、
ツ

タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
五
〇
〇
〇
点
に

お
よ
ぶ
発
掘
品
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
る
ほ
か
、
ギ
ザ
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
側
か
ら
発
掘
さ
れ
た
二
艘そ

う

の
太
陽
の
船
な

ど
が
展
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
博
物
館
に
併
設
す
る
保
存

修
復
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
外
か
ら
返
還
さ
れ
た
木
棺
の

修
復
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

博
物
館
の
入
口
に
は
、
英
語
の
呼
称
に
被
さ
る
よ
う

に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
呼
称
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
支
援
を
お

こ
な
う
日
本
の
文
字
も
記
さ
れ
て
い
る
）。
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
あ
ら
た
な
研
究
拠
点
と
な
る
博
物
館
に
お
い
て
、
エ

ジ
プ
ト
主
導
に
よ
る
あ
ら
た
な
イ
メ
ー
ジ
が
生
み
出
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。

世
界
に
散
ら
ば
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

今
年
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
を
テ
ー

マ
と
す
る
ふ
た
つ
の
展
覧
会
を
訪
れ
た
。
ひ
と
つ
は
大

英
博
物
館
、
も
う
ひ
と
つ
は
ラ
イ
デ
ン
国
立
古
代
博

物
館
の
所
蔵
品
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

C

T
な
ど
の
先
端
技
術
を
用
い
た
ミ
イ
ラ
の
研
究
成

果
な
ど
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
あ
ら
た
な
一
面
を
知
っ
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
フ
ァ
ラ
オ
や
神
々
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

グ
ッ
ズ
な
ど
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
商
品
が
並
ん
で
い
た
。

世
界
を
見
回
す
と
、
欧
米
を
中
心
に
古
代
エ
ジ
プ

ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
博
物
館
や
美
術
館
が

あ
ま
た
あ
る
。
大
英
博
物
館
の
一
〇
万
点
以
上
、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
の
七
万
七
四
〇
四
点
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
の
約
四
万
五
〇
〇
〇
点
を
は
じ
め
、
一
〇
〇
〇
点

以
上
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
館
は
五
〇
を
超
え

る
。
そ
の
な
か
に
は
「
エ
ジ
プ
ト
」
を
冠
す
る
も
の
も

複
数
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
（
別
名
、

新
博
物
館
。
所
蔵
数
約
八
万
点
）、
ロ
ン
ド
ン
の
ピ
ー
ト

リ
ー
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
（
所
蔵
数
約
八
万
点
）、

ト
リ
ノ
の
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
（
所
蔵
数
三
万
二
五
〇
〇
点
）

な
ど
が
有
名
だ
。
オ
ベ
リ
ス
ク
の
よ
う
な
建
物
に
は
収

ま
ら
な
い
大
型
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、
パ
リ
や
ロ
ー
マ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
世
界
各
地
に
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
現

存
す
る
オ
ベ
リ
ス
ク
は
、
国
外
に
運
び
出
さ
れ
た
数
に

遠
く
お
よ
ば
な
い
（
断
片
は
除
く
）。

ふ
く
ら
ん
だ
イ
メ
ー
ジ

世
界
に
散
ら
ば
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
資
料
の
多
く
は
一

九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
と
の
歴
史
的
な
繋つ

な

が
り
の
あ
る
西
欧
で

は
、
一
七
九
八
～
一
八
〇
一
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
ブ
ー
ム
が
わ
き
お
こ
っ
た
。
身
近
に
な
っ
た
エ
ジ
プ

ト
に
駐
在
す
る
役
人
や
、
探
検
・
旅
行
に
出
か
け
る
人

が
増
え
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

遠
征
で
発
見
さ
れ
た
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
は
古
代
エ
ジ

プ
ト
の
文
字
（
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
）
を
解
読
す
る
手
が
か
り

と
な
り
、
西
欧
で
近
代
エ
ジ
プ
ト
学
が
生
ま
れ
た
。
古

代
エ
ジ
プ
ト
に
魅
了
さ
れ
た
人
び
と
は
考
古
資
料
を
蒐

し
ゅ
う

集し
ゅ
うし
、
自
国
に
持
ち
帰
っ
た
。
ま
た
、
外
交
の
た
め
に

贈
与
さ
れ
た
り
、
富
裕
層
の
人
び
と
の
欲
求
を
満
た
す

ギザのピラミッドに臨む大エジプト博物館と、前庭広場に立つラムセス2世のオベリスク（エジプト、ギザ、2022年）

エッフェル塔と並ぶコンコルド広場のオベリスク。クレオパトラの
針とよばれている（フランス、パリ、2012年）

世
界
に
ひ
ろ
が
る

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
イ
メ
ー
ジ

特集

古今エジプトのイメージ

エジプト考古学博物館のファサード（エジプト、カイロ、2017年）

エジプトのイメージを問われると、古代エジプトの考古資料や
遺跡を想い起こす人は多いだろう。そのイメージは、どこから
生まれ、どこに向かおうとしているのか。本特集では、古代から
現代にまたがるエジプトのイメージの一端にふれたい。

大エジプト博物館の入口。３つの言語が記されている
（エジプト、ギザ、2022年）

末す
え

森も
り 

薫か
お
る

　
民
博 

人
類
基
礎
理
論
研
究
部

観覧者であふれる大英博物館のロゼッタストーン前
（イギリス、ロンドン、2012年）
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写
真
技
術
と
エ
ジ
プ
ト

見
て
い
る
世
界
を
二
次
元
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
記
録

す
る
写
真
の
技
術
は
、
歴
史
的
に
エ
ジ
プ
ト
と
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
。
一
一
世
紀
、「
近
代
光
学
の
父
」
と
よ

ば
れ
る
ア
ラ
ブ
の
科
学
者
ハ
サ
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
ハ

イ
サ
ム
（
九
六
五
～
一
〇
四
〇
年
）
は
、
カ
イ
ロ
滞
在
中

に
光
を
用
い
た
実
験
を
お
こ
な
い
、
の
ち
に
撮
影
に
応

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
暗
室
の
原
理
を
発
見
し
た
。
数

世
紀
を
経
た
一
八
三
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
学
者
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
ア
ラ
ゴ
（
一
七
八
六
～
一
八
五
三
年
）
は
、
暗

室
の
原
理
を
応
用
し
た
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
と
命
名
さ
れ

る
新
し
い
写
真
技
術
を
発
表
し
た
。
ア
ラ
ゴ
は
写
真
の

実
用
例
と
し
て
古
代
エ
ジ
プ
ト
を
取
り
上
げ
、
遺
跡
に

刻
ま
れ
た
膨
大
な
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
記
録
が
容
易
に
な

る
こ
と
を
言
及
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
現
在
の
研
究
に

お
い
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
発
表
さ
れ
た
直
後
、
フ
ラ
ン
ス

の
眼
鏡
技
師
ノ
エ
ル
・
マ
リ
ー
・
ペ
イ
マ
ル
・
レ
ブ
ー
ル(
一

八
〇
七
～
七
三
年)

の
依
頼
を
受
け
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

グ
ー
ピ
ル
＝
フ
ェ
ス
ケ
（
一
八
一
七
～
七
八
年
）
と
オ
ラ
ー

ス
・
ヴ
ェ
ル
ネ
（
一
七
八
九
～
一
八
六
三
年
）
は
、
エ
ジ
プ

ト
の
古
代
遺
跡
を
撮
影
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
を
記
録
し
た

は
じ
め
て
の
写
真
の
数
枚
は
翌
年
出
版
さ
れ
た
が
、
原

板
は
失
わ
れ
て
い
る
。
一
八
四
〇
年
代
前
半
に
は
、ジ
ロ・

デ
・
プ
ラ
ン
ゲ
イ
（
一
八
〇
四
～
九
二
年
）
と
ジ
ュ
ー
ル
ス・

イ
テ
ィ
エ
（
一
八
〇
二
～
七
七
年
）
の
ふ
た
り
の
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
家
が
エ
ジ
プ
ト
を
訪
問
し
、
古
代
遺
跡
や
イ
ス

ラ
ー
ム
建
築
を
撮
影
し
た
。
原
板
が
現
存
す
る
両
者
の

写
真
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
エ
ジ
プ
ト
の
様
子
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
写
真
の
流
行

一
九
世
紀
後
半
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
他
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
な
ど
か
ら
多
く
の
写
真
家
が
エ
ジ
プ

ト
を
訪
れ
た
。
一
八
六
〇
年
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

旅
行
者
が
増
加
し
、
同
じ
ネ
ガ
か
ら
大
量
の
写
真
が
複

製
さ
れ
た
。
写
真
が
流
行
し
た
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
定
住

し
た
写
真
家
が
ス
タ
ジ
オ
を
開
き
、
古
代
遺
跡
や
日
常

の
風
景
を
撮
影
し
て
、
お
土
産
用
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
た
。

ま
た
、
発
掘
や
博
物
館
資
料
の
記
録
に
写
真
が
活
躍

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
、オ
ギ
ュ
ス
ト
・

マ
リ
エ
ッ
ト
（
一
八
二
一
～
八
一
年
）
は
、
カ
イ
ロ
に
ス
タ

ジ
オ
を
構
え
る
ふ
た
り
の
写
真
家
と
協
力
し
て
、
エ
ジ

プ
ト
で
最
初
の
博
物
館
で
あ
る
ブ
ー
ラ
ー
ク
博
物
館
の

収
蔵
品
を
撮
影
し
、
図
録
を
出
版
し
た
。
ブ
ー
ラ
ー
ク

博
物
館
は
ナ
イ
ル
川
の
氾
濫
に
よ
り
間
も
な
く
移
転
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
当
時
の
様
子
を
残
す
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
〇
二
年
に
開
館
し
た

エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
の
館
長
と
な
っ
た
ガ
ス
ト
ン
・

マ
ス
ペ
ロ
（
一
八
四
六
～
一
九
一
六
年
）
は
、
四
〇
年
以
上

に
わ
た
っ
て
古
代
遺
跡
を
撮
影
し
た
写
真
家
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ベ
ア
ト
（
一
八
三
五
～
一
九
〇
六
年
）
の
写
真
や
ア
ー

カ
イ
ブ
を
定
期
的
に
購
入
し
た
。
一
八
六
三
年
、
横
浜

港
を
閉
鎖
す
る
こ
と
を
欧
米
各
国
に
求
め
る
た
め
に
フ

ラ
ン
ス
に
向
か
っ
た
日
本
使
節
団
三
四
名
は
、
そ
の
道

中
で
エ
ジ
プ
ト
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
際
、
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
の
前
で
使
節
団
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
の
が
ベ
ア
ト
で

あ
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
写
真
の
保
存

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
エ
ジ
プ
ト

で
撮
影
さ
れ
た
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、国
内
外
の
公
的
・

私
的
機
関
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
国
内
の
保
管
場
所
の

ひ
と
つ
が
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
で
あ
る
。
一
九
世

紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
撮
影
さ
れ
た
膨
大
な
ガ

ラ
ス
乾
板
に
は
、
博
物
館
の
収
蔵
品
や
、
ル
ク
ソ
ー
ル

な
ど
エ
ジ
プ
ト
各
地
の
考
古
遺
跡
が
写
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
、
エ
ジ
プ
ト
観

光
・
考
古
省
と
大
英
博
物
館
は
、
ガ
ラ
ス
乾
板
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
原
板
保
存
の
事
業
を
進
め
た
。

そ
の
成
果
を
公
開
し
た
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
の
企

画
展
で
は
、
学
芸
員
と
協
力
し
て
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
背

後
か
ら
光
を
当
て
る
デ
ザ
イ
ン
や
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
保

存
に
関
す
る
解
説
に
取
り
組
ん
だ
。
遺
物
を
中
心
に
構

成
さ
れ
る
常
設
展
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
エ
ジ
プ
ト
を

と
ら
え
た
展
示
は
、
来
館
者
た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
な
も

の
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
あ
ら
た
な
一
面
を
提
示
し
た
。

過
去
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
は
、
現
在
は
確
認
で
き

な
い
も
の
が
多
く
写
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
古
代
遺

跡
の
な
か
に
は
、
そ
の
姿
が
完
全
に
失
わ
れ
た
も
の
も

少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
写
真
の

保
存
に
携
わ
る
専
門
家
は
少
な
い
。
文
化
遺
産
保
存
研

究
の
拠
点
で
あ
る
カ
イ
ロ
大
学
に
お
い
て
も
、
写
真
保

存
の
教
育
は
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
誰
し
も
が
瞬
時
に
た
く
さ
ん
の

写
真
を
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
由
に
イ
メ
ー
ジ
を
ア

レ
ン
ジ
で
き
る
現
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
過
去
の
光
が

作
り
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　（
翻
訳
・
末
森
薫
）

ふ
た
た
び
露
出
す
る

エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
リ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ア
ブ
ダ
ビ
校
ア
ラ
ブ
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

エ
ジ
プ
ト
観
光
・
考
古
省 

保
存
修
復
専
門
家
／
東
京
藝
術
大
学 

博
士
後
期
課
程

エジプト考古学博物館に展示されているラーへテプとネフェレトの像
（撮影：イブラヒム・モハメッド・アリ、2018年）

ラーへテプとネフェレトの像を撮影した
ガラス乾板と印刷物（撮影：イブラヒム・
モハメッド・アリ、2018年）

スフィンクスの前でベアトが撮影した幕末遣欧使節団
（撮影：アントニオ・ベアト、1864年、国立国会図書館蔵、
出典：国立国会図書館ウェブサイト）

ダゲレオタイプで撮影されたルクソールのラムセウム
（撮影：ジロ・デ・プランゲイ、1844年、メトロポリタン美術館蔵）

破損したガラス乾板の保存処置（撮影：イブラヒム・モハメッド・アリ、2018年）

ダゲレオタイプで撮影されたギザのピラミッド
（撮影：フレデリック・グーピル＝フェスケ＆オラース・ヴェルネ、
1839年、フランス国立図書館蔵）
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文
字
で
描
く
現
実

手
で
文
字
を
書
く
行
為
は
、
人
類
の
偉
業
の
ひ
と
つ

と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
そ
の
価
値
は
忘

れ
去
ら
れ
、
電
子
化
さ
れ
た
文
字
に
容
赦
な
く
取
っ
て

代
わ
ら
れ
て
い
る
。
書
は
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

規
定
す
る
。（
古
代
語
の
）書
か
れ
た
記
号
の
独
特
な
形
と
、

縦
と
横
へ
の
筆
使
い
の
リ
ズ
ム
は
、
音
と
意
味
を
伝
え

る
特
徴
的
な
視
覚
的
構
造
を
作
り
出
す
。

知
的
な
発
想
と
美
的
な
形
と
の
あ
い
だ
の
魅
力
的

な
つ
な
が
り
は
、
表
音
文

字
や
表
語
文
字
の
ア
ー
ト

と
し
て
の
可
能
性
を
探
求

す
る
こ
と
を
わ
た
し
に
促
し

た
。
わ
た
し
は
、
特
定
の
文

章
を
書
に
よ
っ
て
視
覚
的
に

ユ
ニ
ー
ク
な
図
形
に
変
換
す

る
文
学
的
絵
画
を
創
り
出

し
、L

E
T
T
E
R
E
A
L
IT
Y

と

名
付
け
た
。
レ
タ
ー（
文
字
）

リ
ア
リ
テ
ィ
（
現
実
）
の
目

的
は
、
文
字
の
形
と
単
語
の

意
味
が
調
和
し
て
共
存
す
る

よ
う
な
、
視
覚
的
現
実
を
創

り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
作
品

の
制
作
過
程
は
記
号
と
思
想

の
対
話
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
と
の
出
会
い

芸
術
的
な
資
質
と
精
神
的
な
手
法
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
あ
え
て
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
自
分

の
作
品
の
お
も
な
要
素
と
し
て
選
ん
だ
。
や
が
て
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
美
術
へ
の
情
熱
か
ら
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
を
取

り
入
れ
、
自
分
の
芸
術
的
ス
タ
イ
ル
に
幅
を
も
た
せ
た
。

歴
史
と
多
様
な
文
化
を
も
つ
エ
ジ
プ
ト
は
、
わ
た
し
の

ホ
ー
ム
で
あ
り
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
な
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
と
の
出
会
い
は
二
五
年
前
に
遡
る
。
カ
イ
ロ

に
住
ん
で
い
た
友
人
を
訪
ね
た
と
き
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
美

術
と
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
に
魅
了
さ
れ
た
。
当
時
、
わ
た
し

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
保
存

修
復
学
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ル
ク
ソ
ー
ル
の
ハ

ト
シ
ェ
プ
ス
ト
神
殿
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
エ
ジ
プ
ト

考
古
学
お
よ
び
保
存
修
復
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
入
し
た
。

そ
の
後
一
〇
年
間
は
修
復
家
と
し
て
遺
跡
の
保
存
修

復
に
従
事
し
、
最
終
的
に
は
主
任
修
復
家
を
務
め
た
。

王
家
の
谷
、
ギ
ザ
、
サ
ッ
カ
ラ
と
い
っ
た
他
の
遺
跡
の
保

全
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
代
美
術
と
の

密
接
な
か
か
わ
り
か
ら
、
わ
た
し
は
文
字
の
芸
術
的
価

値
に
強
い
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
遺
跡
の
保
存
修
復
の
業
務
と
並

行
し
て
、
わ
た
し
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
東
洋
学
研
究
所

で
古
代
語
を
学
び
、
シ
リ
ア
人
の
ア
ラ
ビ
ア
語
家
庭
教

師
に
つ
い
た
。
こ
の
先
生
こ
そ
が
、
わ
た
し
の
ア
ラ
ビ
ア

文
字
を
書
く
特
別
な
才
能
に
気
づ
い
た
最
初
の
人
物
で
、

ア
ラ
ビ
ア
書
道
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
た
。

多
文
化
共
生
と
ア
ー
ト

わ
た
し
は
二
〇
一
〇
年
よ
り
カ
イ
ロ
を
拠
点
と
し
て

異
な
る
文
化
的
背
景
の
人
び
と
と
共
に
生
き
、
創
作
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
巨
大
な
都
市
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
を
代
表
す
る
多
様
な
出
自
の
人
び
と
が
暮

ら
す
。
異
文
化
と
の
対
話
は
、
古
い
問
い
に
対
す
る
新

し
い
答
え
を
探
す
わ
た
し
に
、
ひ
ら
め
き
を
与
え
て
く

れ
る
。
誰
も
が
常
に「
他
者
」と
向
き
合
っ
て
い
る
。
ア
ー

ト
は
他
者
と
向
き
合
う
こ
と
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
交

流
を
可
能
に
す
る
、
安
全
で
刺
激
的
な
空
間
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
。

わ
た
し
は
ア
ー
ト
を
と
お
し
て
、
個
人
と
文
化
遺
産

の
関
係
を
探
っ
て
い
る
。
文
化
遺
産
に
は
、
異
質
な
世

界
観
の
な
か
に
感
じ
る
魅
力
的
な
多
様
性
だ
け
で
な
く
、

全
人
類
の
普
遍
的
な
知
識
や
経
験
も
含
ま
れ
て
い
る
。

わ
た
し
の
作
品
は
、
ナ
ギ
ー
ブ
・
マ
フ
フ
ー
ズ
（
エ
ジ

プ
ト
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
）
や
ル
ー
ミ
ー
（
ス
ー
フ
ィ
ー
詩

人
）
と
い
っ
た
、
時
代
や
文
化
の
差
異
を
越
え
て
共
感

を
呼
ぶ
著
名
人
の
こ
と
ば
に
視
覚
的
解
釈
を
付
与
し
た

絵
画
で
あ
る
。
作
家
や
思
想
家
の
こ
と
ば
を
選
び
「
描

く
」。
彼
ら
の
文
章
に
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
文
字

の
線
を
と
お
し
て
紙
の
上
で
表
現
す
る
。
わ
た
し
は
こ

と
ば
を
ユ
ニ
ー
ク
な
象
徴
的
記
号
に
変
換
す
る
。
著
者

が
書
い
た
文
章
の
意
味
と
、
わ
た
し
が
想
像
し
た
イ
メ
ー

ジ
と
の
あ
い
だ
の
航
海
に
、
作
品
を
観
る
者
を
誘
う
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
の
継
承

古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
に
お
い

て
絵
は
テ
ク
ス
ト
の
一
部
で
、

一
緒
に
書
か
れ
た
文
と
と
も
に

一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
書
と
絵

画
が
、
言
語
的
に
密
接
な
関
係

に
あ
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
は
、

わ
た
し
の
大
切
な
道
標
と
な
っ

た
。
世
界
で
二
番
目
に
古
い
書

き
こ
と
ば
と
さ
れ
る
古
代
エ
ジ

プ
ト
語
は
、
意
味
を
保
有
す
る

文
法
的
構
造
を
も
つ
表
語
文
字

の
視
覚
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
美
し
さ
で
わ
た
し
を
魅
了
す

る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
芸
術
家
た
ち
は
、
自
分
が
と
ら

え
た
現
実
を
自
由
に
表
現
し
た
の
で
は
な
く
、
描
か
れ

た
も
の
を
永
遠
に
「
生
か
す
」
と
い
う
目
標
の
た
め
に

作
品
を
制
作
し
た
。
記
号
が
保
持
す
る
永
遠
の
力
に
対

す
る
彼
ら
の
強
い
信
念
を
わ
た
し
は
共
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
翻
訳
・
相
島
葉
月
）

イ
ザ
ベ
ラ
・
ウ
フ
マ
ン
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
保
存
修
復
家

-

書
か
れ
た
記
号
の
芸
術-

レ
タ
ー
リ
ア
リ
テ
ィ

イザベラ・ウフマン《信仰の樹木》 2019年
© Izabela Uchman

「違った宗教は同じ庭に咲く美しい花であ
り、同じ大木の枝にすぎない」（マハトマ・ガ
ンディー）

イザベラ・ウフマン《自由》 2022年
© Izabela Uchman

古代エジプトのベンヌの形をしたアラビア
語の自由。太陽のように再生を繰り返す荘
厳なアオサギである

イザベラ・ウフマン《美》 2019年
© Izabela Uchman

古代エジプトの蓮とパピルス。
「神は美しく、美しいものを愛する」
（預言者ムハンマドの言行録ハディース）

イザベラ・ウフマン《恐怖》 2020年 © Izabela Uchman

ギリシャ神話の天空をかつぐアトラス。「恐れは死を防がず、生を
妨げる」（ナギーブ・マフフーズ）

イザベラ・ウフマン《マアト》 2021年 © Izabela Uchman

真実、正義、秩序を擬人化した古代エジプトの女神
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古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
と
現
代
エ
ジ
プ
ト
人

わ
た
し
が
思
う
「
エ
ジ
プ
ト
の
基
本
情
報
」（
地
理
的

な
位
置
や
言
語
、
宗
教
な
ど
）
は
さ
て
お
き
、
エ
ジ
プ
ト

と
聞
け
ば
大
体
の
人
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を

連
想
す
る
。
一
九
世
紀
に
写
真
や
印
刷
技
術
が
世
界
中

に
広
ま
っ
て
以
来
、
砂
漠
に
並
ぶ
巨
大
な
三
角
山
と
ラ
イ

オ
ン
像
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
で
エ
ジ
プ
ト
の
象
徴
的

な
風
景
と
な
っ
た
。
わ
た
し
も
一
九
九
八
年
に
初
め
て
エ

ジ
プ
ト
を
訪
れ
た
際
に
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
古
代

エ
ジ
プ
ト
文
明
で
は
な
く
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
イ
ス
ラ
ー
ム

に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
滞
在
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
観
光
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
年
半
、
再
び
カ
イ
ロ
に
滞
在
し

た
。
中
流
層
ム
ス
リ
ム
の
友
達
が
増
え
る
に
従
い
、
彼

ら
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
や
遺
跡
を
自
分
た
ち
の
文
化

遺
産
と
は
感
じ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
ギ
ザ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
は
カ
イ
ロ
の
郊
外
に
あ
る
が
、
カ
イ
ロ
に
住
ん
で

い
る
人
が
学
校
の
遠
足
以
外
で
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
や
ミ
イ
ラ
を
見
た
が
る
の
は
、
大
型
バ
ス
に

乗
っ
た
外
国
人
観
光
客
く
ら
い
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

主
流
で
あ
っ
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
だ
け
で
な
く
、
イ

ス
ラ
ー
ム
の
文
化
遺
産
へ
の
関
心
も
薄
か
っ
た
。
カ
イ
ロ

に
は
下
町
に
残
る
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
を
修
復
し
て
「
歴

史
的
な
街
並
み
」
を
保
全
し
た
地
区
が
あ
る
が
、
エ
ジ

プ
ト
人
中
流
層
は
ま
っ
た
く
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が

な
い
と
言
っ
て
い
た
。

中
流
層
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
、
文
化
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と

直
結
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
と
い
っ
た
空
間
こ
そ
が
近
代
の
象
徴
で

あ
り
、
文
化
的
な
活
動
を
お
こ
な
う
場
所
な
の
で
あ
る
。

外
国
人
を
魅
了
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
や
古
代
エ
ジ
プ

ト
美
術
は
、
近
代
化
を
渇
望
す
る
中
流
層
に
と
っ
て
は
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
過
去
の
遺
物
な
の
だ
。

「
ア
ラ
ブ
の
春
」の
置
き
土
産

近
年
、
中
流
層
ム
ス
リ
ム
の
文
化
遺
産
と
の
関
係
性

に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
二
〇
一
一
年
一
月
二
五
日
に
始

ま
っ
た
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
の
辞
任
を
求
め
る
デ
モ
が

世
界
中
で
報
道
さ
れ
た
。
エ
ジ
プ
ト
に
も「
ア
ラ
ブ
の
春
」

が
訪
れ
た
の
だ
。
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
研
究
者

が
エ
ジ
プ
ト
に
殺
到
し
た
が
、
政
情
不
安
に
よ
り
観
光

客
は
激
減
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

流
行
も
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
に
外
国
人
観
光
客
が
戻
る
気

配
は
な
い
。
一
方
で
、
断
食
月
ラ
マ
ダ
ー
ン
の
晩
に
、
カ

イ
ロ
の
下
町
に
あ
る
「
歴
史
的
な
街
並
み
」
に
出
か
け
、

イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
を
背
景
に
し
た
写
真
を
S
N
S
で
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
国
人
が
去
っ
て
閑
散
と
し

た
観
光
地
に
、
エ
ジ
プ
ト
人
中
流
層
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
流
層
が
抱
く
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
映
え
る
写
真
を
投
稿
し
た
い
と
い
う

欲
求
が
、
過
去
の
遺
物
だ
っ
た
風
景
を
、
魅
力
的
な
遺

産
に
変
え
た
の
だ
。

二
〇
一
三
年
に
参
加
し
た
エ
ジ
プ
ト
伝
統
空
手
道
協

会
が
主
催
し
た
国
際
空
手
講
習
会
の
バ
ナ
ー
に
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
と
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
に

驚
い
た
。
海
外
の
空
手
家
に
「
エ
ジ
プ
ト
ら
し
さ
」
を

端
的
に
伝
え
る
に
当
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化
的
象

徴
で
あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
使
い
勝
手
が
良
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
で
、
空
手
の
強
さ
を
表
現
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
二
〇
一
七
年
に
同
協
会
が
世
界
伝
統

空
手
道
選
手
権
を
カ
イ
ロ
で
開
催
し
た
際
に
は
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
で
海
外
か
ら
来
た
空
手
家
を
も
て
な
し
た
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
次
々
と
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
集
合
写
真

や
、
砂
漠
で
形
の
演
武
を
す
る
動
画
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト

人
が
海
外
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交
流
を
大
い
に
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
自
分

た
ち
の
文
化
遺
産
と
す
る
認
識
が
芽
生
え
た
よ
う
だ
。

新
し
い
国
民
文
化

二
〇
二
一
年
一
一
月
に
、
二
・
七
キ
ロ
に
わ
た
る
ル
ク

ソ
ー
ル
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
参
道
の
復
元
を
記
念
し
た
式
典

に
シ
ー
シ
ー
大
統
領
が
出
席
す
る
様
子
が
、
国
内
外
メ

デ
ィ
ア
に
報
道
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
に
失
脚
し
た
ム
ル

シ
ー
大
統
領
が
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
出
身
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
念
を
政
策
の
基
盤
と
す
る

政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
に
嫌
悪
感
を
抱
く
人
が
増
加
し
た
。

シ
ー
シ
ー
政
権
が
発
足
し
て
か
ら
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の

根
強
い
不
信
感
が
残
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
ア
ラ
ブ
民

族
主
義
、
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
復

興
に
続
き
、
今
度
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
に
エ
ジ
プ
ト

の
国
民
文
化
を
ま
と
め
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

文
化
と
の
つ
き
あ
い
方

相あ
い

島し
ま 

葉は

月つ
き

　
民
博 

グ
ロ
ー
バ
ル
現
象
研
究
部

エジプト人空手家シェリーフ・アブデルナビーのフェイスブックに投稿された一枚。古代エジプトの遺跡で
得意の技を極めて記念撮影（エジプト、ルクソール、2016年、提供：シェリーフ・アブデルナビー）

妹のピラミッド観光につきあう筆者（撮影：相島香理、エジプト、ギザ、2006年）

世界最古の大学、アズハルモスクの外壁。2018年に終えた修復事業により
アラベスク文様が蘇った（エジプト、カイロ、2018年）

アズハルモスクの中庭。インスタ映えスポットとして大人気である
（エジプト、カイロ、2018年）

全国選手権のポスター（2022年、エジプト
伝統空手道協会フェイスブックから）

エジプト伝統空手道協会主催の国際空手講
習会のバナー（エジプト、カイロ、2013年）
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災
い
と
闘
う
守
護
者

コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
の
こ
ろ
、
ア
マ
ビ
エ
な
る
妖

怪
が
突
如
も
て
は
や
さ
れ
た
の
を
ご
記
憶
だ
ろ
う

か
。
な
ん
で
も
む
か
し
、
疫
病
が
流
行
し
た
折
に
、

海
中
か
ら
突
然
姿
を
あ
ら
わ
し
「
わ
が
姿
を
描
い

て
広
め
よ
」
と
告
げ
た
と
か
告
げ
な
か
っ
た
と
か
。

こ
の
伝
承
に
飛
び
つ
い
た
人
び
と
に
よ
っ
て
、
日

本
中
に
「
疫
病
退
散
」
な
ど
と
銘
打
た
れ
た
ア
マ

ビ
エ
グ
ッ
ズ
が
溢あ

ふ

れ
、
神
社
仏

閣
で
す
ら
ア
マ
ビ
エ
に
あ
や

か
っ
た
お
守
り
や
ら
御
朱
印
ら

し
き
も
の
や
ら
を
売
り
は
じ

め
る
始
末
。
と
こ
ろ
が
案
の

定
、
そ
れ
し
き
の
こ
と
で
コ

ロ
ナ
禍
は
お
さ
ま
る
は
ず
も

な
く
、
い
つ
し
か
ア
マ
ビ

エ
の
姿
も
見
か
け
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

魚
と
も
鳥
と
も
つ
か

ぬ
ア
マ
ビ
エ
を
最
初
に

見
た
と
き
、
正
直
わ
た

し
は
頼
り
な
い
な
、
と

思
っ
た
。
病
を
は
じ

め
と
し
た
災
厄
を
撃

退
し
て
く
れ
る
存

在
な
ら
ば
、
や
は
り

勇
ま
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
人

情
で
あ
る
。
例
え
ば
、
歴
史
的
パ
レ
ス
チ
ナ
を
含

む
東
地
中
海
地
域
で
、
宗
教
・
教
派
の
別
を
こ
え

て
崇
敬
さ
れ
る
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
。
竜
を
退
治
す

る
騎
士
の
姿
で
イ
コ
ン
に
描
か
れ
る
彼
は
、
ま
さ

に
災
い
と
闘
う
守
護
者
で
あ
る
。

家
を
守
る
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス

一
三
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
年
代
記
作
者
、
ヤ
コ
ブ

ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
の
聖
人
列
伝
『
黄
金
伝
説
』

に
よ
れ
ば
、
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
は
カ
ッ
パ
ド
キ
ア

出
身
の
ロ
ー
マ
の
兵
士
で
、
四
世
紀
初
頭
に
パ
レ

ス
チ
ナ
の
デ
ィ
オ
ス
ポ
リ
ス
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ

ル
の
リ
ッ
ダ
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
名
ロ
ッ
ド
）
で
殉
教
し

た
と
さ
れ
る
。
リ
ッ
ダ
旧
市
街
に
は
、
彼
の
墓
の

上
に
建
て
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
聖
ゲ
オ
ル
ギ

オ
ス
教
会
が
今
も
ひ
っ
そ
り
と
残
っ
て
お
り
、
一
一

月
一
六
日
に
こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
る
聖
ゲ
オ
ル
ギ

オ
ス
殉
教
祭
に
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
中
か
ら
巡
礼
者

が
詰
め
か
け
る
。
地
下
の
墓
所
へ
至
る
階
段
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
み
な
ら
ず
、

ム
ス
リ
ム
も
聖
人
の
墓
に
ぬ
か
ず
き
、
願
を
か
け

る
。
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
は
雨
を
降
ら
せ
て
豊ほ

う

穣じ
ょ
うを

も
た
ら
し
、
あ
ら
ゆ
る
病
を
癒
や
す
守
護
者
だ
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。

歴
史
的
パ
レ
ス
チ
ナ
に
は
、
リ
ッ
ダ
の
ほ
か
に

も
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
崇
敬
の
拠
点
が
数
多
く
存
在

す
る
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
一
帯
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
郊

外
に
は
聖
人
の
母
親
の
出
身
地
と
伝
わ
る
村
も
あ

る
。
宗
教
を
こ
え
た
人
気
を
誇
る
の
は
、
つ
ま
り

彼
が
地
元
の
英
雄
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

東
地
中
海
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
の
ほ
か

の
地
域
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
見

ら
れ
る
風
習
だ
が
、
こ
の
あ
た
り

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
屋
の
多
く

に
は
、
入
り
口
に
魔ま

除よ

け
と
し
て

聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
の
レ
リ
ー
フ
が

飾
ら
れ
て
い
る
。

学
生
時
代
の
友
人
の
親
族
が
こ

の
レ
リ
ー
フ
の
工
房
を
や
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
、
見
学
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
ア
タ
リ
も
つ
け
ず
、
い

き
な
り
電
動
ド
リ
ル
で
石
材
に
彫
刻
す
る
離
れ
業

に
驚
い
た
も
の
だ
が
、
定
型
の
あ
る
イ
コ
ン
を
模

倣
し
て
量
産
す
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
だ
ろ
う
。
ち

な
み
に
そ
の
石
工
の
名
前
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
で
あ
っ

た
。
統
計
を
と
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
歴
史
的
パ

レ
ス
チ
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
五
人
に
一
人
は
、
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
ま
た
は
ジ
ュ
リ
エ
ス
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ー

ト
と
い
う
、
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
由
来
の
名
前
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

美
も
ま
た
力

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
戦
士
の
聖
人
は
災
厄

か
ら
の
守
護
者
と
し
て
、
高
い
人
気
を
誇
る
。
東

地
中
海
で
は
、
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
と
し
ば
し
ば
同
時

に
イ
コ
ン
に
描
か
れ
る
聖
デ
ィ
ミ
ト
リ
オ
ス
、「
背

教
者
」
ユ
リ
ア
ヌ
ス
帝
を
罰
し
た
と
い
う
伝
説
に

彩
ら
れ
、
コ
プ
ト
正
教
で
は
「
双
剣
者
（
ア
ブ
ー
・

セ
イ
フ
ェ
イ
ン
）」
と
讃た

た

え
ら
れ
る
聖
メ
ル
ク
リ
オ

ス
な
ど
が
有
名
だ
。
い
ず
れ
も
紅
顔
の
美
少
年
、
あ

る
い
は
美
丈
夫
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

美
も
ま
た
力
の
象
徴
な
の
だ
。

美
し
き
闘
う
守
護
者
と
い
え
ば
、
南
ア
ジ
ア
展

示
に
お
わ
す
女
神
ド
ゥ
ル
ガ
ー
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
優
雅
に
黒
髪
を
な
び
か
せ
、
ほ
ほ
え
み
す

ら
た
た
え
て
足
下
の
敵
神
ア
ス
ラ
に
槍や

り

を
突
き
立

て
る
彼
女
は
、
イ
ン
ド
神
話
最
強
の
戦
神
に
し
て
、

シ
ヴ
ァ
神
の
后き

さ
き
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
化
身
と
さ

れ
る
。
毎
年
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
初
旬
、
イ
ン

ド
で
は
ベ
ン
ガ
ル
地
方
を
中
心
に
、
彼
女
を
讃
え

る
ド
ゥ
ル
ガ
ー
・
プ
ー
ジ
ャ
ー
が
盛
大
に
祝
わ
れ

る
。
美
々
し
く
飾
ら
れ
た

女
神
像
は
、
最
後
は
川
に

流
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

本
来
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
の

神
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の

化
身
で
あ
る
彼
女
を
、
山

に
帰
す
と
い
う
意
味
が
あ

る
と
い
う
。
ド
ゥ
ル

ガ
ー
・
プ
ー
ジ
ャ
ー
の
様

子
は
、
イ
ン
ド
映
画
「
女

神
は
二
度
微
笑
む
」
で
、

重
要
な
伏
線
と
し
て
幻
想

的
に
描
か
れ
て
い
る
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

11 2022.11 102022.11

民
博 

超
域
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
研
究
部

菅す
が

瀬せ 

晶あ
き

子こ

聖ゲオルギオスのイコン
（エジプト、H0168692）Aドゥルガー女神

（インド、H0173556）

B

リッダでおこなわれる聖ゲオルギオス殉教祭で、
聖人の墓に詣でる人びと。オリーブオイルを願か
けに用いている（イスラエル、1997年）

B

南アジア展示
「宗教文化－伝統と多様性」

A

西アジア展示
「信仰」

キリスト教徒の家屋の入り口に飾られた、巨大な聖ゲ
オルギオス像。ほぼ等身大の大きさ
（ヨルダン川西岸地区、2016年）
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特
別
展

「H
om

ō
loquēns

『
し
ゃ
べ
る
ヒ
ト
』

―
こ
と
ば
の
不
思
議
を
科
学
す
る
」

会
期
　
11
月
23
日（
水
・
祝
）ま
で

会
場
　
特
別
展
示
館

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

連
続
講
座　

SpringX 

超
学
校

み
ん
ぱ
く 

× 

ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

「
コ
ト
バ
と
つ
き
あ
う
」シ
リ
ー
ズ

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
み
た
コ
ト
バ
研
究
を

紹
介
し
ま
す
。

第
4
回

英
語
学
習
の
脳
科
学
編

日
時
　
11
月
4
日（
金
）19
時
〜
20
時

講
師
　
尾
島
司
郎（
横
浜
国
立
大
学 

教
授
）

参
加
形
式

ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ルYouTub

e

ア
カ
ウ
ン

ト
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン（
ラ
イ
ブ
配
信
）で
視
聴

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
あ
り

※
詳
細
は
本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

主
催 

一
般
社
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

 

国
立
民
族
学
博
物
館

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

複
言
語
・
複
文
化
脱
出
ゲ
ー
ム 
中
国
語
編

「
本
の
世
界
か
ら
の
脱
出
」

日
時
　
11
月
12
日（
土
）

会
場
　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
ほ
か

対
象
　 

小
学
生
以
上（
小
学
2
年
生
以
下

は
保
護
者
ま
た
は
高
校
生
以
上
の

同
伴
者
と
参
加
）

定
員
　
各
回
20
名

※
脱
出
ゲ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
と
内
容
は
小
学
校

高
学
年
程
度
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
申
込
制（
先
着
順
）、
参
加
無
料

※
お
申
込
み
は
こ
ち
ら

　（
大
阪
大
谷
大
学

　http
s://fo

rm
s.g

le/2
S

1
e

v
J

r4
e

k
P

L
G

D
H

o8

）

主
催 

国
立
民
族
学
博
物
館

 
 

 

大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
日
本
語
日

本
文
学
科 

杉
本
ゼ
ミ

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
＆
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
展
示

「
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験

展
示
―
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
か
ら

『
こ
と
ば
』の
伝
え
方
を
学
ぼ
う
！
」

日
時 

11
月
6
日（
日
）

会
場 

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

※
事
前
予
約
は
下
記
サ
イ

ト
か
ら（
前
日
ま
で
）

※
当
日
参
加
は
13
時
か
ら

会
場
前
で
受
付

※
参
加
無
料

企
画
・
実
施

国
立
民
族
学
博
物
館

佐
野
睦
夫（
大
阪
工
業
大
学 

特
任
教
授
）

大
井
翔（
大
阪
工
業
大
学 

特
任
講
師
）

上
田
信
行（
同
志
社
女
子
大
学 

名
誉
教

授
、
大
阪
工
業
大
学 

客
員
教

授
）

吉
永
紀
子（
同
志
社
女
子
大
学 

准
教
授
）

 

同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部 

現
代

こ
ど
も
学
科 

吉
永
ゼ
ミ

企
画
展

「
海
の
く
ら
し
ア
ー
ト
展
―
モ
ノ

か
ら
み
る
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア
ニ
ア
」

会
期
　
12
月
13
日（
火
）ま
で

会
場
　
本
館
企
画
展
示
場

研
究
公
演

「
口
承
文
芸
か
ら
現
代
詩
、そ
し
て

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
へ

―
モ
ン
ゴ
ル
の
韻
踏
み
文
化
」

モ
ン
ゴ
ル
の
韻
踏
み
文
化
は
、
遊
牧
民
の
口

承
文
芸
に
始
ま
り
、
現
代
詩
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
の
歌
詞
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
本

公
演
で
は
、モ
ン
ゴ
ル
の
詩
の
朗
読
家
や
ラ
ッ

パ
ー
を
招
聘
す
る
こ
と
で
、
韻
踏
み
文
化
の

伝
統
と
変
容
を
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

日
時 

 

11
月
26
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

50
分（
13
時
開
場
）

出
演 

D
・ソ
ソ
ル
バ
ラ
ム（
俳
優
、
朗
読
家
）

 

デ
サ
ン
ト（
ラ
ッ
パ
ー
）

 

ジ
ェ
ニ
ー（
ラ
ッ
パ
ー
）

司
会
・
解
説 

　
島
村
一
平（
本
館 

准
教
授
）

参
加
形
式

①
会
場
参
加
　
み
ん
ぱ
く
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
ホ
ー
ル（
講
堂
）（
定
員
2
0
0
名
）

※
事
前
申
込
制（
先
着
順
）、
代
表
者
を
含
む

2
名
ま
で
、
参
加
無
料（
要
展
示
観
覧
券
）

※
事
前
予
約
の
方
へ
入
場
整
理
券
を
当
日

11
時
よ
り
本
館
2
階
会
場
入
口
に
て
配

布
し
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
当
日
参
加

を
受
け
付
け
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン（
ラ
イ
ブ
配
信
） 

 

（
定
員
3
0
0
組
）

【
申
込
期
間
】

■
一
般
受
付
　
11
月
18
日（
金
）ま
で

※
友
の
会
先
行
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

公
開
講
演
会

「『
民
族
』再
考
―
日
本
と
台
湾
か
ら
」

「
民
族
」と
は
何
か
、
そ
の
概
念
は
ど
の
よ

う
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
。
共
同
体
や
国
家
の

流
動
化
に
よ
っ
て
、
か
た
ち
も
変
わ
る
の
か
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
、
日
本
と
台
湾
の
事
例

を
と
お
し
て
考
え
ま
す
。

日
時
　 

11
月
11
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時

40
分（
17
時
30
分
開
場
）

会
場
　
日
経
ホ
ー
ル（
東
京
）

定
員
　

3
0
0
名

講
演
　
小
熊
英
二（
慶
應
義
塾
大
学 

教
授
）

 

齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

 

野
林
厚
志（
本
館 

教
授
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
小
熊
英
二
×
齋
藤
玲
子
×
野
林
厚
志

司
会
　
平
井
京
之
介（
本
館 

教
授
）

主
催
　
国
立
民
族
学
博
物
館

　
　
　
日
本
経
済
新
聞
社

※
事
前
申
込
制
、
先
着
順
、
参
加
無
料

※
オ
ン
ラ
イ
ン（
ラ
イ
ブ
配
信
）で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
手
話
通
訳
あ
り

お
問
い
合
わ
せ
先

本
館 
研
究
協
力
課 

研
究
協
力
係

0
6
ー
6
8
7
8
ー
8
2
0
9

中
央
・
北
ア
ジ
ア
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

狩
猟
の
映
像
と
毛
皮
な
ど
を
新
た
に
展
示

し
、
ロ
シ
ア
の
寒
冷
地
で
暮
ら
す
人
々
の

生
活
を
紹
介
し
ま
す
。
「
シ
ベ
リ
ア・極
北
」

セ
ク
シ
ョ
ン
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

巡
回
展

国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
ビ
ー
ズ
―
つ
な
ぐ 

か
ざ
る 

み
せ
る
」

会
期
　
11
月
15
日（
火
）〜

 

2
0
2
3
年
1
月
15
日（
日
）

会
場
　
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館

開
場
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

（
入
館
は
閉
館
時
刻
の
30
分
前

ま
で
、
毎
週
金
曜
日
は
夜
8

時
ま
で
開
館
）

休
館
日
　 

月
曜
日（
た
だ
し
1
月
9
日
は
除

く
）、
11
月
24
日（
木
）、
12
月
29

日（
木
）〜
1
月
3
日（
火
）、
1

月
10
日（
火
）

主
催
　
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館

 

国
立
民
族
学
博
物
館

 

公
益
財
団
法
人
千
里
文
化
財
団

友の会
お申込みは友の会ホームページ内の受付
フォームをご利用ください。

友の会講演会
参加形式
①本館第5セミナー室（定員96名）
②オンライン
会員：無料、一般：500円（会場参加のみ）
※オンライン聴講ならびに会員以外の方の
ご参加には事前申込が必要です。

第530回　11月5日（土）13時30分～15時
【企画展「海のくらしアート展―モノからみる
東南アジアとオセアニア」関連】
カヌーとくらし
―海に生きるオセアニアの人びと
講師　 須藤健一（堺市博物館 館長、本館 

名誉教授）
オセアニアの島じまにくらす人びとは、わた

したちと同じアジア系の人類集団です。「太
陽の出る東方に生命の源と新しい島がある」
と信じて大海原を航海したといわれています。
その大航海の足は大型のダブル・カヌー。
今でも、島じまの往来や魚とりにカヌーは必
需品です。カヌーをつくり、海を生活の場に
してきた島人の生き方を考えてみましょう。

第531回　12月3日（土）13時30分～15時
分断された商世界をつなぐ 
「ローカル・インフルエンサー」
―タンザニアにおける商人のソーシャル
メディアの利用とビジネスの未来

講師　小川さやか（立命館大学 教授）

タンザニアでは、インスタグラムなどのSNS
を利用した商売が活性化しています。本講
演では、商人たちがSNSを利用した商売を
通じて、客筋やフォロワーといった自身の「系
譜」をいかに築いていくか、そして同時に、
各商人の「系譜」ごとに分断された商世界を

いかにつなぎ合わせていくかをお話しします。
そこから競争的なビジネスとなんだか息苦し
いSNS社会を楽しくするヒントを考えます。

オンラインサロン
中牧理事長のオンラインサロン
日時　11月12日（土）13時30分～14時30分
※会員限定の無料のオンラインイベントです。

体験セミナー
第83回
旅する獅子―伊勢大神楽 総舞見学
講師　神野知恵（人間文化研究機構 人文知

コミュニケーター、本館 特任助教）
現地訪問　12月24日（土）
※映像・レクチャー・現地訪問の3本立て企
画です。詳細はホームページをご確認く
ださい。

【申込期間】 11月15日（火）まで

国立民族学博物館友の会 （公益財団法人千里文化財団）　
電話  06-6877-8893 （9時～17時、土日祝を除く）　  FAX  06-6878-3716　
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/　 E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

お問い
合わせ

みんぱくゼミナール
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
※定員200名
※事前申込制（先着順）、参加無料
・当日参加受付あり（定員40名）

第527回
11月19日（土）13時30分～15時（13時開場）
身の回りをフィールド言語学する
講師　吉岡乾 （本館 准教授）

【申込期間】
■一般受付
 11月16日（水）まで
 ※友の会先行受付は終了しました。

第528回
12月17日（土）13時30分～15時（13時開場）
神殿をつくることから生まれた文明
―古代アンデスの祭祀建造物
講師　松本雄一 （本館 准教授）

古代アンデス文明の展開のなかで、神殿を
建造することは極めて重要な意味を持ってい
ました。人びとはなぜ3000年もの間、繰り返
し神殿を作り続けたのか、神殿が文明の形
成に果たした役割を探ります。

【申込期間】
■友の会先行予約
　11月14日（月）～18日（金）、定員40名

　【申込先】
　国立民族学博物館友の会（千里文化財団）

■一般受付　11月21日（月）～12月14日（水）

みんぱくウィークエンド・
サロン−研究者と話そう
会場　本館第5セミナー室（定員42名）
※申込不要（当日先着順）、参加無料（要展
示観覧券）、14時から整理券配布

※各回、開始30分前に開場

11月13日（日） 14時30分～15時15分
新古・エジプトの考古学博物館
話者　末森薫（本館 准教授）

11月20日（日） 14時30分～15時
脳波で言語理解の脳内処理を探る
話者　 井原綾（ 国立研究開発法人情報通信

研究機構 主任研究員）
 吉岡乾（本館 准教授）

11月27日（日） 14時30分～15時
オセアニア展示からみる
人類の海洋世界の進出
話者　丹羽典生（本館 教授）

国立民族学博物館 広報・IR係　
電話  06-6878-8560 （9時～17時、土日祝を除く）　 FAX  06-6875-0401
お問い合わせフォーム https://www.minpaku.ac.jp/information/contactus/form

お問い
合わせ

ペルー北高地、チャビン・デ・ワンタル神殿
（撮影：ジェイソン・ネスビット、2018 年）

本書は日本の重要な
水中遺跡を含む、世
界の主な水中遺跡を
豊富なフルカラーの
写真とイラストによ
り解説・紹介するも
のである。時代的に
も古代から第二次世
界大戦期まで、地域
的にも地中海、アジ
ア、アメリカ大陸まで広くカバーした。

■木村淳、小野林太郎 編著
『図説 世界の水中遺跡
−水底に眠る「時の証人」を求めて』
グラフィック社　2,750円（税込）

刊行物紹介

「手話は言語である」
といわれるように
なって久しい。では、
手話が「話せなく」な
ると、どうなるのか？
本書では、交通事故
で手話が部分的に
「発音」できなくなっ
た例をとりあげ、話
者の立場、言語学、
法律の観点から手話と社会を考える。

■石原和、菊澤律子 編
『手話が「発音」できなくなる時
―言語機能障害からみる話者と社会』
ひつじ書房　1,870円（税込）

刊行物紹介

本事典は、世界各地の仮面と、仮面を取
り巻く文化を広く見渡し、その多様性
と普遍性を浮かび上がらせる。仮面に
ついての総論を第1部とし、第2部では
地域別に概説と項目別の仮面について
の民族誌的解説を付す。

■𠮷田憲司 編集代表、国立民族学博物館 特別協力
『世界の仮面文化事典』
丸善出版　19,800円（税込）

みんぱく
インフォメーション

重要なお知らせ               

新型コロナウイルス感染症の状況によって
は、催し物の予定を変更・中止する場合が
あります。事前に本館ホームページでご確
認ください。

みんぱくホームページ
催し物のご案内

https://www.minpaku.ac.jp/event

イベント予約はこちら 



一
九
九
〇
年
代
中
葉
、
わ
た
し
は
南
米
ボ
リ

ビ
ア
の
熱
帯
低
地
で
一
年
半
ほ
ど
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
。
文
化
人
類
学
の
文
献

で
「
モ
ホ
」、「
モ
ヘ
ー
ニ
ョ
」
な
ど
と
称
さ
れ

る
人
び
と
が
対
象
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
モ
ホ

ス
平
原
と
い
う
サ
バ
ン
ナ
を
、
と
き
に
は
河
川

沿
い
に
カ
ヌ
ー
で
、
と
き
に
は
草
原
経
由
で
馬

に
乗
っ
て
、
幾
度
も
横
断
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ら
の
旅
の
う
ち
、
と
り
わ
け
過
酷
だ
っ

た
旅
の
思
い
出
を
綴つ

づ

り
た
い
。

出
だ
し
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

一
九
九
五
年
八
月
初
め
、
わ
た
し

は
平
原
南
部
の
ト
リ
ニ
ダ
シ
ト
と
い
う

集
落
に
滞
在
し
て
い
た
。
わ
た
し
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
拠
点
は
サ
ン
・
ロ

レ
ン
ソ
と
い
う
町
だ
っ
た
が
、
平
原
南

部
に
は
そ
の
町
の
出
身
者
が
移
住
し
て

造
っ
た
集
落
が
点
在
し
て
お
り
、
彼
ら

の
信
仰
や
伝
承
を
調
べ
る
た
め
、
わ
た

し
は
ト
リ
ニ
ダ
シ
ト
で
ひ
と
月
半
ほ
ど
す

ご
し
た
。
し
か
し
、
八
月
一
〇
日
は
サ
ン
・

ロ
レ
ン
ソ
の
守
護
聖
人
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
ラ
ウ

レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
記
念
日
で
あ
り
、
盛
大
な

祭
礼
が
催
さ
れ
る
た
め
、
わ
た
し
は
そ
の
日

ま
で
に
町
に
戻
る
予
定
だ
っ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
八
月
七
日
に
馬
で
セ

ク
レ
川
ま
で
北
上
し
、
そ
こ
か
ら
船
外
機
付

カ
ヌ
ー
で
プ
エ
ル
ト
・
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
と
い

う
村
ま
で
行
き
、
翌
八
日
、
祭
礼
に
参
加
す

る
た
め
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
に
向
か
う
人
び
と
の

牛
車
に
便
乗
す
る
、
と
い
う
算
段
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
計
画
は
出
だ
し
で
つ
ま
ず
い
た
。

出
発
前
日
、
馬
の
調
達
と
道
案
内
を
依
頼
し

て
い
た
村
人
が
、
夕
方
か
ら
飲
酒
を
始
め
た

の
で
あ
る
。
翌
日
の
予
定
を
リ
マ
イ
ン
ド
し
た

が
、
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
と
呂ろ

律れ
つ

あ
や
し
く

繰
り
返
す
の
み
。
結
局
、
深
酒
し
た
た
め
、
出

発
が
一
日
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

八
日
早
朝
、
し
ら
ふ
に
戻
っ
た
村
人
と
と
も

に
ト
リ
ニ
ダ
シ
ト
を
あ
と
に
し
た
が
、
密
林
の

小
道
を
馬
で
進
む
の
は
難
儀
だ
っ
た
。
木
の

枝
を
山
刀
で
切
り
払
い
な
が
ら
前
進
し
た
が
、

そ
れ
で
も
体
が
枝
に
引
っ
か
か
り
、
服
が
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
途
中
、
湖
が
あ

り
、
そ
こ
は
カ
ヌ
ー
で
渡
っ
た
が
、
そ
の
最
中

に
猛
獣
の
咆ほ

う

哮こ
う

が
響
い
た
。
す
わ
、
ジ
ャ
ガ

ー
か
と
銃
を
構
え
た
が
、
村
人
に
よ
れ
ば
、
湖

に
住
む
カ
イ
マ
ン
の
怒
号
と
の
こ
と
。
尻
尾
の

一
撃
で
カ
ヌ
ー
を
転
覆
さ
せ
る
怪
物
だ
が
、
さ

い
わ
い
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ん
と

か
セ
ク
レ
川
ま
で
た
ど
り
着
い
た
後
、
村
人
と

別
れ
、
事
前
に
無
線
で
連
絡
し
て
い
た
先
住

民
自
治
組
織
の
船
外
機
付
カ
ヌ
ー
に
ひ
ろ
っ

て
も
ら
い
、
夜
八
時
ご
ろ
、
プ
エ
ル
ト
・
サ

ン
・
ロ
レ
ン
ソ
に
到
着
し
た
。

湖
沼
を
進
む

翌
九
日
、
祭
礼
の
参
加
者
は
す
で
に
出
立

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
別
途
、
馬
と
案
内
人

を
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
片
道
一
時
間

か
け
て
近
く
の
牧
場
に
赴
い
た
が
、
馬
は
予

防
接
種
を
打
っ
た
ば
か
り
で
使
え
な
い
と
の
こ

と
。
や
む
を
え
ず
、
馬
が
調
達
で
き
る
と
い

う
希
望
的
観
測
の
も
と
、
三
時
間
ほ
ど
歩
い

て
サ
ン
・
ル
イ
ス
と
い
う
集
落
に
移
動
し
た
。

し
か
し
、
道
の
り
は
最
悪

だ
っ
た
。
雨
季
の
あ
い
だ

モ
ホ
ス
平
原
は
水
没
す
る

が
、
乾
季
に
は
水
が
引
く
。

し
か
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
湖
沼
が
残
り
、
そ
こ
に

葦あ
し

が
生
育
す
る
。
サ
ン
・

ル
イ
ス
に
向
か
う
途
中
、

そ
う
し
た
湖
沼
を
何
度
も

突
っ
切
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
水
深
は
膝
か
、
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
は
腰
ま
で

あ
り
、
視
界
は
葦
で
完
全

に
遮
ら
れ
て
い
る
。
人
が

分
け
入
っ
た
跡
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
進
む

が
、
一
度
迷
子
に
な
る
と
、

抜
け
出
す
の
は
む
ず
か
し

い
。
鋭
利
な
葉
に
手
足
を
切
ら
れ
、
ア
リ
に

か
ま
れ
、
散
々
な
目
に
あ
っ
た
。

サ
ン
・
ル
イ
ス
に
は
夕
方
到
着
し
た
が
、
村

人
の
多
く
は
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
に
出
立
済
み
だ

っ
た
。
し
か
し
、
さ
い
わ
い
、
報
酬
を
約
束
し

て
馬
と
案
内
人
を
調
達
で
き
た
。
せ
っ
か
く

だ
か
ら
、
祭
日
の
ミ
サ
に
間
に
合
う
よ
う
、
当

日
夜
に
出
立
し
よ
う
、
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

村
人
に
屠ほ

ふ
っ
た
ば
か
り
の
牛
の
肉
（
た
い
へ
ん

な
御ご

馳ち

走そ
う

！
）
を
振
る
舞
わ
れ
、
仮
眠
を
と
っ

た
あ
と
、
午
前
二
時
ぐ
ら
い
に
出
発
し
た
。
さ

い
わ
い
、
月
が
出
て
お
り
、
移
動
に
支
障
は

な
い
。
何
度
か
湖
沼
を
横
断
し
た
が
、
馬
に

乗
っ
て
い
る
の
で
、
膝
下
が
ぬ
れ
る
程
度
で
あ

る
。
東
の
空
が
白
ん
で
く
る
と
、
草
原
全
体

に
絹
の
よ
う
に
真
っ
白
な
靄も
や

が
立
ち
こ
め
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
や
が
て
日
が
差
す
と
、

ま
る
で
雲
の
上
の
よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
て
お

り
、
感
動
で
体
が
震
え
た
。

サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
に
は
午
前
八
時
ご
ろ
到
着

し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
ミ
サ
の
開
始
を
告
げ
る

聖
堂
の
鐘
の
音
が
町
中
に
鳴
り
響
い
て
い
た
。

思
い
返
せ
ば
、
旅
の
あ
い
だ
、
多
く
の
人
に

助
け
ら
れ
た
。
初
対
面
の
異
邦
人
に
援
助
を

惜
し
ま
な
い
モ
ホ
ス
平
原
の
人
び
と
の
包
容
力

と
寛
容
さ
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
頭
が
下
が
る
。

南
米
熱
帯
サ
バ
ン
ナ

二
泊
三
日
の
旅

齋さ
い

藤と
う 

晃
あ
き
ら

民
博 

人
類
文
明
誌
研
究
部

15 2022.11 142022.11

　熱
帯
の
平
原
を
旅
し
て
み
ま
し
た

雨季の終わりのモホス平原
（1995年）

ボリビアボリビアボリビア

トリニダシトトリニダシトトリニダシト

サン・ロレンソサン・ロレンソサン・ロレンソ

モホス平原モホス平原

トリニダシトの中央広場（上）と子どもたち（下）
（1995年）

空から見た乾季のモホス平原（1997年）

サン・ロレンソの守護聖人祭（1995年）
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オ
セ
ア
ニ
ア
へ
長
年
足
を
運
ん
で
い
る
と
、
遠
い
戦

前
か
ら
の
関
係
を
受
け
継
い
だ
日
本
人
の
足
跡
を
見
つ

け
る
こ
と
が
あ
る
。
歴
史
に
詳
し
い
方
な
ら
当
然
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
戦
前
の
日
本
は
国
際
連
盟
の

委
任
統
治
領
と
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
も
っ
て
い
た
し
、

そ
れ
以
外
に
も
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
や
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
が
戦
場
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
戦
前
の

日
本
と
太
平
洋
と
の
か
か
わ
り
は
、
そ
れ
ら
に
限
ら
れ

な
い
。
移
民
と
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に
雄
飛
し
た
日
本
人

が
い
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
存
在
感
を

放
っ
て
い
た
の
が
、
バ
ン
ノ
ー
（
伴
野
）
が
設
立
し
た

会
社
で
あ
っ
た
。

メ
ラ
ネ
シ
ア
の
フ
ィ
ジ
ー
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
し

て
い
た
わ
た
し
に
と
っ
て
、「
バ
ン
ノ
ー
」
は
常
に
気

に
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
作
家
の
北き

た

杜も
り

夫お

の
太
平
洋
航

海
記
に
顔
を
出
し
て
い
た
し
、
ト
ン
ガ
の
歴
史
書
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
社
と
競
り
合
う
日
本
人
経
営
の
企
業

バ
ン
ノ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
ト
ン
ガ
は
フ
ィ
ジ
ー
の
隣
国
で
、
バ
ン

ノ
ー
の
本
店
が
お
か
れ
て
い
た
の
だ
。
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
年
配
の
方
か
ら
、
む
か
し
は
日
本
人
を
見
れ
ば

バ
ン
ノ
ー
と
声
を
か
け
た
も
ん
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
彼
ら
の
活
動
と
な
る
と
今

で
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

独
立
前
の
オ
セ
ア
ニ
ア

そ
う
し
た
わ
た
し
の
要
求
を
満
た
し
て
く
れ
る
の
が
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
京
都
大
学
学

術
調
査
隊
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
「
京
都
大
学
探
検

部
ト
ン
ガ
王
国
調
査
隊
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

名
称
こ
そ
ト
ン
ガ
王
国
へ
の
探
検
で
あ
る
が
、
ラ
バ
ウ

ル
（
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）、
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
サ
ン
ト

島
（
バ
ヌ
ア
ツ
）、
ビ
テ
ィ
レ
ブ
島
（
フ
ィ
ジ
ー
）
に
訪

問
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
地
名
の
表
記
は
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
準
じ
て
い
る
）。
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
最
初

の
独
立
は
西
サ
モ
ア
の
一
九
六
二
年
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
彼
ら
の
訪
問
し
た
一
九
六
〇
年
は
ま
だ
オ

セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
植
民
地
時
代
の
景
観
に
あ
た
る
わ

け
だ
。

バ
ン
ノ
ー
に
関
す
る
写
真
を
目
に
で
き
る
の
は
、

フ
ィ
ジ
ー
の
滞
在
期
間
に
あ
た
る
。
い
ず
れ
も
本
島
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
撮
影
地
が
不
明
な
が
ら
バ

ン
ノ
ー
の
貨
物
船
の
姿
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
首
都
の

オ
フ
ィ
ス
で
開
か
れ
た
一
連
の
宴
会
の
写
真
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
本
島
で
も
西
部
の
都
市
ラ
ウ
ト
カ
近

郊
の
写
真
が
あ
る
。い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
の
は「
伴

野
商
会
事
務
所
」
と
い
う
写
真
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に

も
こ
の
事
務
所
周
り
に
位
置
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
会
社
や

港
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
近
所
を
散
策
し
て
い
る
バ
ン

ノ
ー
関
係
者
の
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
〇
年
前
に
思
い
を
は
せ
る

ラ
ウ
ト
カ
に
あ
る
バ
ン
ノ
ー
事
務
所
は
、
じ
つ
は
わ

た
し
が
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
住
み
込
み
調
査
し
て
い

た
村
落
の
近
場
で
あ
る
。
こ
の
事
務
所
が
あ
る
場
所
か

ら
海
に
向
か
っ
て
三
〇
分
ほ
ど
ナ

ン
デ
ィ
方
面
に
歩
く
と
海
岸
沿
い

の
区
画
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
ソ
ロ

モ
ン
系
移
民
の
集
落
が
あ
り
、
わ

た
し
は
聞
き
取
り
の
た
め
に
通
っ

て
い
た
の
だ
。
事
務
所
を
見
つ
け

た
の
は
た
ま
た
ま
で
、
バ
ン
ノ
ー

関
係
の
建
物
が
あ
る
こ
と
に
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

バ
ン
ノ
ー
の
建
物
に
は
、
先
住

系
フ
ィ
ジ
ー
人
の
方
が
住
ん
で
い

た
。
突
然
の
訪
問
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
方
の
質
問
に
も

快
く
返
答
し
て
く
れ
た
。
住
み
込

み
人
は
、
管
理
を
任
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
、
バ
ン
ノ
ー
に
つ
い
て
は

名
前
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
日
本
人
で
あ
る
わ
た
し
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、
そ
の
方
も
小
耳
に
挟
ん
だ
と
い
う
戦
前
の
バ

ン
ノ
ー
の
活
躍
ぶ
り
を
嬉
し
そ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

じ
つ
は
写
真
の
場
所
は
ラ
ウ
ト
カ
で
も
都
市
の
は
ず

れ
に
近
い
場
所
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
の
独
占
企
業
と

し
て
政
府
以
上
の
力
を
振
る
っ
て
い
た
製
糖
会
社
の
工

場
の
裏
手
に
あ
た
る
。
そ
う
し
た
立
地
で
あ
る
た
め
砂

糖
を
精
製
す
る
際
に
生
じ
た
甘
い
匂
い
が
あ
た
り
一
面

に
充
満
し
て
い
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
は
別
の
村
落

に
遠
出
し
た
後
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
帰
宅
す
る
途
上
に

こ
の
砂
糖
の
匂
い
を
か
ぐ
と
帰
っ
た
と
い
う
実
感
が
湧

き
、
ほ
っ
と
人
心
地
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

思
う
に
こ
れ
ら
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
こ
ろ
は
、
製
糖

会
社
も
莫
大
な
利
益
を
上
げ
バ
ン
ノ
ー
も
健
在
で
あ
っ

た
。
写
真
で
切
り
取
ら
れ
た
過
去
の
方
が
生
き
生
き
し

て
い
る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
不
可
思
議
な
気
分
で

あ
る
。

コレクション
あれこれ

ラウトカのバンノー事務所（2002年）

日系企業バンノーの足跡
丹

に

羽
わ

 典
のり

生
お

  民博 グローバル現象研究部

京都大学学術調査隊写真コレクション
写真資料件数：館内公開42,195件（内インターネット公開22,361件）
京都大学学術調査隊のうち、本館初代館長梅棹忠夫、第３代館長石毛直道が特に深
くかかわった調査隊の写真資料の一部。本稿で扱った「トンガ王国
調査隊」は、石毛直道も参加していた京都大学探検部によって1960年
6月から11月におこなわれたもの。
https://htq.minpaku.ac.jp/pkuse/

ラウトカ近郊の筆者の調査村（2009年）

バンノーの貨物船。
煙突と船体にバンノーの名前が見える
（撮影：岡田敏、1960年、X0259189）

上：ラウトカのサトウキビ畑（2001年）
下：フィジーのサトウキビ畑（撮影：飯田博、1960年、X0256841）

Xからはじまる番号は本館の映像・音響資料番号です。

1960年に撮影された
ラウトカのバンノー事務所
（撮影：飯田博、X0257821）
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成
功
を
収
め
た
戦
争
コ
メ
デ
ィ
映
画

実
際
に
あ
っ
た
戦
争
を
題
材
に
し
て
笑
い
の

要
素
を
散
り
ば
め
た
コ
メ
デ
ィ
映
画
と
い
う
と
、

不
謹
慎
に
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
膨

大
な
数
の
人
間
が
死
を
遂
げ
た
戦
争
を
題
材
に

し
て
い
る
以
上
、
厳
か
に
描
か
ね
ば
死
者
へ
の

冒ぼ
う

涜と
く

で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
て
し
ま
う
。
と
こ

ろ
が
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
イ
ラ
ン
で
は
、「
聖

地
防
衛
」と
よ
ば
れ
る
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
一

九
八
〇
〜
八
八
年
）
を
題
材
に
、
コ
メ
デ
ィ
映
画

が
盛
ん
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か

で
も
、「
は
み
出
し
者
た
ち
」
は
第
三
作
ま
で
続

編
が
製
作
さ
れ
、
興
行
的
に
も
成
功
を
収
め
た

戦
争
コ
メ
デ
ィ
映
画
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

第
一
作
「
は
み
出
し
者
た
ち
」（
二
〇
〇
七
年

公
開
）
は
、
主
人
公
マ
ジ
ー
ド
が
密ひ

そ

か
に
心
を

寄
せ
る
女
性
ナ
ル
ゲ
ス
に
言
い
寄
っ
た
若
者
に

マ
ジ
ー
ド
が
危
害
を
加
え
て
投
獄
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
。
マ
ジ
ー
ド
は
、
ス
ズ
キ
の
バ

イ
ク
を
乗
り
回
し
、
マ
ジ
ー
ド
・
ス
ズ
キ
の
通

り
名
を
も
つ
典
型
的
な
テ
ヘ
ラ
ン
の
下
町
の
無

頼
漢
で
あ
る
。
彼
は
出
所
の
際
、
弟
分
と
図
っ

て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
義
務
で
あ
る
メ
ッ
カ
巡

礼
を
果
た
し
て
き
た
と
偽
り
、
大
手
を
振
っ
て

戻
っ
て
く
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
敬け
い

虔け
ん

な
家
庭
に

生
ま
れ
育
っ
た
ナ
ル
ゲ
ス
の
気
を
引
き
、
彼
女

の
父
親
に
も
認
め
ら
れ
る
た
め
だ
っ
た
。
し
か

し
徐
々
に
噓う

そ

が
あ
ら
わ
に
な
り
、
ア
ヘ
ン
中
毒

の
獄
中
仲
間
の
登
場
で
完
全
に
計
画
は
破
綻
し

て
し
ま
う
。
窮
地
に
陥
っ
た
マ
ジ
ー
ド
は
ナ
ル

ゲ
ス
と
の
結
婚
を
彼
女
の
父
親
に
許
し
て
も
ら

う
た
め
、
大
逆
転
を
図
ろ
う
と
イ
ラ
ン
・
イ
ラ

ク
戦
争
と
い
う
「
聖
地
防
衛
」
の
英
雄
に
な
ろ

う
と
仲
間
た
ち
と
志
願
す
る
の
だ
。

マ
ジ
ー
ド
た
ち
は
、
前
線
に
向
か
う
志
願
兵

た
ち
の
な
か
で
も
は
み
出
し
者
で
あ
る
。
訓
練

も
真
面
目
に
受
け
な
い
彼
ら
に
対
し
て
、
他
の

指
導
員
た
ち
か
ら
は
厳
し
い
眼
を
向
け
ら
れ
る

も
の
の
、
直
属
の
指
導
員
や
随
行
す
る
聖
職
者

に
は
温
か
い
目
で
見
守
ら
れ
、
部
隊
の
仲
間
た

ち
と
も
徐
々
に
打
ち
解
け
て
い
く
。
と
こ
ろ
が

急
な
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
、
前
線
の
真
っ
た
だ

な
か
に
突
入
し
て
い
き
、
部
隊
の
仲
間
た
ち
も

失
っ
て
い
く
。
映
画
の
終
盤
、
地
雷
原
で
イ
ラ

ク
軍
か
ら
の
砲
撃
を
受
け
部
隊
が
立
ち
往
生
す

る
な
か
、
意
を
決
し
た
マ
ジ
ー
ド
が
一
人
も
の

と
も
せ
ず
に
つ
き
進
ん
だ
こ
と
で
、
部
隊
は
死

地
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
戦
闘
は

続
く
。
そ
し
て
イ
ラ
ク
軍
に
よ
る
野
戦
病
院
へ

の
攻
撃
に
立
ち
向
か
う
な
か
、
マ
ジ
ー
ド
は
銃

撃
を
受
け
戦
死
し
、
物
語
は
終
わ
る
。

変
容
す
る
聖
地
防
衛
映
画

監
督
の
マ
ス
ウ
ー
ド
・
デ
フ
ナ
マ
キ
ー
は
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
二
本
制
作
し
て
い
た

が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
は
本
作
が
初
の
監
督

作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
終
盤
で

急
激
に
物
語
が
展
開
し
た
よ
う
に
、
作
品
と
し

て
十
分
な
出
来
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
と
て
も

人
気
を
博
し
た
と
は
信
じ
が
た
い
。
加
え
て
、

聖
地
防
衛
の
従
軍
者
た
ち
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い

た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
が
少
な
か
っ
た
と
い
う

の
も
驚
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
う
し

た
表
現
に
よ
っ
て
、
本
作
は
新
し
い
タ
イ
プ
の

「
聖
地
防
衛
」
を
演
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
の
だ
。

デ
フ
ナ
マ
キ
ー
監
督
は
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
へ
の
従
軍
経
験
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
後

も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
体
制
翼
賛
グ
ル
ー
プ
に
も
加

わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
本
作
は
、
戦
争
を
め
ぐ

る
体
制
派
の
立
場
か
ら
描
い
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

作
品
な
の
で
あ
る
。
特
に
無
頼
漢
で
あ
る
主
人

公
の
道
徳
性
が
従
軍
を
通
じ
て
変
容
し
て
い
く

様
子
を
描
い
た
こ
と
は
、「
正
し
い
」
戦
争
に
参

加
す
る
こ
と
の
意
味
を
、
戦
争
の
記
憶
が
な
い

世
代
に
伝
え
る
政
治
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い

た
。
加
え
て
、
戦
後
に
政
治
的
志
向
に
よ
っ
て

分
裂
し
て
い
く
従
軍
経
験
者
た
ち
を
、
戦
場
で

特
別
な
経
験
を
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
し

て
描
き
わ
け
る
こ
と
で
、
従
軍
経
験
の
意
味
を

微
妙
に
ず
ら
し
て
い
る
の
だ
。

「
聖
地
防
衛
映
画
」
と
よ
ば
れ
る
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
戦
争
を
題
材
と
し
た
映
画
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、

主
人
公
の
兵
士
は
一
九
八
〇
年
代
で
は
英
雄
と

し
て
、
一
九
九
〇
年
代
で
は
人
間
的
な
存
在
と

し
て
描
く
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
が
、
ほ
と
ん

ど
が
シ
リ
ア
ス
な
作
品
で
あ
っ
た
。
コ
メ
デ
ィ

作
品
も
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
作
ら
れ
た
が
、

本
格
化
す
る
の
は
圧
倒
的
に
二
〇
〇
〇
年
代
半

ば
以
降
で
あ
り
、
本
作
も
含
め
い
く
つ
か
の
聖

地
防
衛
映
画
が
国
内
の
映
画
祭
で
賞
を
と
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
イ
ラ
ン
の
体
制
派
に
よ
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
メ
デ
ィ
ア
戦
略
が
変
化
し
て

い
く
時
期
で
も
あ
る
。

戦
争
と
笑
い
と
は
似
合
わ
な
い
組
み
合
わ
せ

だ
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
効
果
の
大
き
さ
を

「
は
み
出
し
者
た
ち
」
は
教
え
て
く
れ
る
。
戦
争

に
面
白
さ
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
笑

え
な
い
こ
と
な
の
だ
。

シネ
倶楽部M

街中に建てられた戦没者のモニュメント
（テヘラン、2018年）

笑
い
と
し
て
描
か
れ
る
戦
争

建設中の聖地防衛博物館(エスファハーン、2019年）

黒く
ろ

田だ 

賢け
ん

治じ

民
博 

グ
ロ
ー
バ
ル
現
象
研
究
部

戦没者などの墓標
（エスファハーン、2019年）

「はみ出し者たち」

2007年／イラン／ペルシア語／104分／DVDなし
監督 ： マスウード・デフナマキー
出演 ： カームビーズ・ディールバーズ、アクバル・アブディー、ニウシャー・ゼイガミーほか

原題：اخراجیها



伊勢大神楽の符牒
神
かみ

野
の

 知
ち

恵
え

人間文化研究機構 人文知コミュニケーター
民博 特任助教

世界中で多くの言語が消滅の危機に瀕
ひん

してい
るが、特殊な職能集団によって使われる「符

ふ

牒
ちょう

」
（隠語）もまた、希少な言語活動のひとつである
といえよう。

わたしは、伊
い

勢
せ

大
だい

神
か ぐ ら

楽について研究している。
彼らは今でも西日本各地で獅

し

子
し

舞
まい

による悪魔祓
ばら

いをおこなうことを生業としている。家々を訪
ねて獅子舞を奉納する現場に初めて同行したと
き、多様な符牒が使われていることに震えるほ
ど感動したのを覚えている。家々を廻

まわ

るときに
は、まず「初穂取り」とよばれる番頭役が玄関
に入り、家の主人から金一封や米などの初穂を
受け取る。その初穂料を後からやってきた神楽
師たちに伝えることで、その金額に見合った長
さの舞が奉納される。このとき「この家は千円
分」「隣の家は一万円で、獅子二頭で長く舞おう」
などと言うと相手に失礼になるので、「ブザエモ
ン」「ヒラカタ」「ヌッカケ」などという、金額
や舞の種類をあらわす符牒が使われる。かつて、
俳優の小

お

沢
ざわ

昭
しょう

一
いち

氏も伊勢大神楽に同行し、初穂
の米をもらって歩く荷持ち役を体験したという。
初穂取りが「ジゾウサン！」と言うと、この家
では米は「ない」からお前はついて来なくてよ
いということだと途中から理解できるようになっ
たというエピソードが残されている。実際には、
行った家で喪中などのために悪魔祓い自体が「な
い」場合にも「ジゾウサン」と言うので、わた
しは長いあいだ「喪中」という意味だと勘違い
していたが、小沢氏のエピソードを読んでその
誤解に気づいたのだった。そのほかにも「去年

はこの家でお茶をいただいたが、今年はおばあ
さんがいないからなしだそうだ」「先を急ぐから
早く行こう」「トイレに行ってくる（大小の区別
アリ）」など、家の人に聞かれると少々具合の悪
い状況で符牒が用いられることが多い。また、食
べ物やモノの名前は、なぜか地名や人名のよう
な響きのことばが多い。旅先で出会った土地や
人にちなんだ名前なのかもしれないと考えると
非常に興味深いが、謎だらけである。符牒を交
えた神楽師たちの会話はどこか世間離れした粋
な雰囲気があり、それによって一体感を得てい
るように見えることもある。そんなときわたし
は彼らに「今のはどういう意味ですか」「これの
ことは何と言いますか」と聞かないようにして
いる。そう聞くことが野暮に感じるからだ。で
きるだけ用法から意味を推測し、わかっていて
も自分では使わないようにしている。

伊勢大神楽とよく比較される韓国の放浪芸能
集団「男

ナム

寺
サ

堂
ダン

」の研究書には、符牒がしっかり
と書き残されている。日本でも、香

や し

具師や山
さん

窩
か

などの特殊な集団で用いられる符牒についての
論考が見られる。わたしは伊勢大神楽の符牒に
ついても必ず記録しておかねばならないと考え
ている。一方で彼らが活動を続けている限り、符
牒は符牒としての機能を保たねばならず、その
意味や用法は公開されてはならないとも思って
いる。伊勢大神楽の符牒についての論文を発表
する日が来ないことを願いつつ、ひそかに覚え
書きを貯めておくほかはないだろう。

202022.11



編 集 後 記

エドワード・W.サイードが『オリエンタリズム』を発表してから半世紀近く
が過ぎようとしている。端的に言えば、西欧から区別されるオリエント（東方）
を特殊なまなざしでとらえようとしたヨーロッパの思考様式を批判したものであ
る。今号の特集では、エジプトをめぐる内外のイメージのギャップ、あるいはそ
の変化が多角的に紹介され、まさに「オリエンタリズム」をめぐる相克の状況
を知ることができた。
ところで、エジプトといえば遺跡を思い浮かべずにはいられないが、遺跡が「発
掘」されることに疑問をもつ人は多いと思う。つまりなぜ遺跡は埋まっている
のかである。土砂や塵

ちり
の堆積などの自然要因や、植物や微生物による土壌形

成、あるいは人間が新しい建物を建てるといった人為的要因などで説明される
ことが多いが、どれもしっくりとこない。しかしかの有名なチャールズ・ダーウィ
ンのミミズの研究には納得するものがある。なんとミミズは一年に厚さ 0.2イン
チ（およそ 0.5センチメートル）の土を地中から運びあげるという。地表のもの
は、1000年で 5メートル埋没する計算である。エジプトのミミズについて知り
たいのはわたしだけだろうか。（三島禎子）

2022年10月号「編集後記」の内容に誤りがありました。
下記のとおり訂正いたします。

P21「編集後記」5行目

誤）　柳
やなぎ
宗
そう
悦
えつ

正）　柳
やなぎ
宗
むね
悦
よし

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1　電話 06-6876-2151

開館時間　10:00～17:00（入館は16:30まで）

休  館  日　毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日が休館日）
 年末年始（12月28日～1月4日）

バス　

万博記念公園駅

日本庭園前

大阪（伊丹）空港

新大阪駅 千里中央駅

徒歩

徒歩

約13分

約15分地下鉄
北大阪急行

約13分

大阪
モノレール

約6分

大阪モノレール

約18分

ＪＲ茨木駅
阪急茨木市駅

国
立
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族
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物
館

阪急茨木市駅から約20分  
JR茨木駅から約10分 みんぱくホームページ   

https://www.minpaku.ac.jp/

月刊みんぱく  2022年11月号
第46巻第11号通巻第542号　2022年11月1日発行

編集・発行　人間文化研究機構 国立民族学博物館
　　　　　 〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1
　　　　　 電話 06-6876-2151

発 行 人　園田直子
編集委員　三島禎子（編集長）　池谷和信　上羽陽子 
　　　　　 岡田恵美　中川理　吉岡乾
制作・協力   公益財団法人 千里文化財団
印　　 刷　能登印刷株式会社

＊本誌についてのお問い合わせは国立民族学博物館広報・IR
係にお願いします。
＊本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

『月刊みんぱく』は
国立民族学博物館の広報誌です。
世界の文化とみんぱくの展示、研究者の活動について
紹介しています。本誌は定期購読が可能です。また、友
の会会員の方には毎月お届けします。

国立民族学博物館友の会
みんぱくの活動を支援し、積極的に活用するために作
られました。本誌購読のほかにも、各種催しなど、さま
ざまなサービスがあります。

定期購読、友の会については国立民族学博物館友の会
（千里文化財団）までお問い合わせください。
電話 06-6877-8893（平日9：00～17：00）
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/

特集「いわと人」（仮）

次号の予告 12 月号

主要ターミナルからのアクセス

本館までの交通手段は次の方法が便利です。

この雑誌は、環境に配慮した工場で、再生産可能な大豆油由
来のインク、FSC®認証材および管理原材料から作られていま
す。また、読みやすくするために、色づかいやレイアウトなどに
配慮しています。
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国 立 民 族 学 博 物 館 で は、特 別 展
「Homō loquēns『 しゃ べ るヒト 』
―ことばの不思議を科学する」を
開催しています。
展示関連のオリジナル T シャツは、
いずれも「ことば」に関するデザインで、
ミュージアム・ショップにて好評発売中です。

国立民族学博物館ミュージアム・ショップ

特別展関連グッズのご案内
オリジナル T シャツ 〈全２種〉

右：スピーチチェイン T シャツ
カラー：黒

左：手話（1 〜 10）T シャツ
カラー：デニム

価格：2,700 円（税込）　綿 100%
サイズ：S、M、L、XL

お問い
合わせ

国立民族学博物館ミュージアム・ショップ
オンラインショップ「World Wide Bazaar」

オンラインショップ

E-mail shop@senri-f.or.jp 10:00〜17:00 水曜日定休

https://www.senri-f.or.jp/shop/
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